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本 SFR ではガンマ線・中性子識別可能な波形分別型（ PSD）シンチレーターとして、Eljen 












社の汎用高速デジタイザー回路 cosmoz105 (サンプリングレート 100MHz、価格４３万円）
に変更した。このモジュールを使用した際は読み出しチェンネル数が 8ch と多くなるが











ール部分積分の比率 R を求めたところ、ガンマ線の R の平均値が 0.354、σが 0.053、そ
れに対して中性子での R の平均値が 0.468、 σ が 0 .104 となった。ガンマ線・中性子識別
の為の R が１σ程度しか離れておらず、SCRIT 実験において電子・不安定核散乱の非弾性
散乱から放出される中性子の数と比較してバックグラウンドが大きな実験環境下では、良
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